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Haftalar Haftalık Konu Başlıkları 

4.Hafta Monogatari I: take.tori.monogatari

竹取物語
かぐや姫おひたち姫おひたちおひたち

今は昔、竹取（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりは昔、竹取（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじり昔、竹取（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりたけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじり翁（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりおきな）といふもの翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりありけり。野山（のやま）にまじり野山（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりの翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりや姫おひたちま）にまじり
て、竹を取りつゝ、萬（よろ）づの事に使ひけり。名をば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）取りつゝ、萬（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりよろ）づの翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじり事に使ひけり。名をば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）に使ひけり。名をば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）ひけり。野山（のやま）にまじり名をば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）を取りつゝ、萬（よろ）づの事に使ひけり。名をば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）ば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）讃岐造麿（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりさぬきの翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりみや姫おひたちつこ）
となむいひける。野山（のやま）にまじりその翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじり竹の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじり中に、本（もと）光る竹一筋ありけり。怪（あや）しがりて寄に、本（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりもと）光る竹一筋ありけり。怪（あや）しがりて寄る竹一筋ありけり。怪（あや）しがりて寄ありけり。野山（のやま）にまじり怪（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりあや姫おひたち）しがりて寄
りて見るに、筒（つつ）の中光りたり。それを見れば、三寸（さんすん）ばかりなる人、るに、筒（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりつつ）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじり中に、本（もと）光る竹一筋ありけり。怪（あや）しがりて寄光る竹一筋ありけり。怪（あや）しがりて寄りたり。野山（のやま）にまじりそれを取りつゝ、萬（よろ）づの事に使ひけり。名をば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）見るに、筒（つつ）の中光りたり。それを見れば、三寸（さんすん）ばかりなる人、れば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）、三寸（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりさんすん）ば讃岐造麿（さぬきのみやつこ）かりなる人、
いと美しうて居たり。翁いふやう、「われ朝夕毎に見る竹の中に、おはするにて知りぬ。しうて居たり。翁いふやう、「われ朝夕毎に見る竹の中に、おはするにて知りぬ。たり。野山（のやま）にまじり翁いふや姫おひたちう、「われ朝夕毎に見る竹の中に、おはするにて知りぬ。に見るに、筒（つつ）の中光りたり。それを見れば、三寸（さんすん）ばかりなる人、る竹の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじり中に、本（もと）光る竹一筋ありけり。怪（あや）しがりて寄に、おは昔、竹取（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりするにて知りぬ。りぬ。野山（のやま）にまじり
子になり給ふべき人なめり」とて、手に打入れて家に持ちて來ぬ。妻の嫗（おうな）に預になり給ふべき人なめり」とて、手に打入れて家に持ちて來ぬ。妻の嫗（おうな）に預ふべき人なめり」とて、手に打入れて家に持ちて來ぬ。妻の嫗（おうな）に預に打入れて家に持ちて來ぬ。妻の嫗（おうな）に預れて家に持ちて來ぬ。妻の嫗（おうな）に預に持ちて來ぬ。妻の嫗（おうな）に預ちて來ぬ。妻の嫗（おうな）に預ぬ。野山（のやま）にまじり妻の嫗（おうな）に預の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじり嫗（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりおうな）に預
（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりあず）けて養（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりや姫おひたちしな）は昔、竹取（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりす。野山（のやま）にまじり美しうて居たり。翁いふやう、「われ朝夕毎に見る竹の中に、おはするにて知りぬ。しきこと限りなし。いと幼（おさな）ければ籠（こ）りなし。野山（のやま）にまじりいと幼（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりおさな）ければ讃岐造麿（さぬきのみやつこ）籠（たけとり）の翁（おきな）といふものありけり。野山（のやま）にまじりこ）
に入れて家に持ちて來ぬ。妻の嫗（おうな）に預れて養ふ。野山（のやま）にまじり


